
「
義
犬
」と
は
、命
が
け
で
主
人
の

命
を
救
っ
た
り
、主
人
の
命
令
に
殉

じ
た
犬
た
ち
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

本
経
寺
の
大
村
家
墓
所
に
は
、由

緒
が
明
ら
か
な
日
本
最
古
の
犬
の

墓
、義
犬
華
丸
の
お
墓
が
あ
り
、今

年
で
３
６
５
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

江
戸
時
代
に
大
村
藩
士
に
愛

さ
れ
、飼
い
主
の
死
を
追
っ
て
殉
じ

た
義
犬
華
丸
。そ
の
墓
は
、飼
い
主

や
年
代
な
ど
の
記
録
が
明
ら
か
な

最
古
の
犬
の
墓
で
あ
り
、大
村
藩
に

は
犬
を
か
わ
い
が
る
文
化
が
江
戸

時
代
初
期
に
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。「
動
物
愛
護
の
聖

地
」と
いっ
て
も
過
言
で
は
な
く
、貴

重
で
意
義
あ
る
史
跡
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。義
犬
華
丸
の
義
の

心
は
３
６
０
年
以
上
の
時
を
経
て

も
、私
た
ち
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
の

で
す
。

　私は、優良家庭犬の試験に向けて、愛犬メイと絆
を深め合いました。問題行動にいろいろ対処するう
ちに、犬と向き合う時間が生まれ、信頼や絆を深める
大切な時間に変わっていくことを実感できました。華
丸の話には驚きましたが、愛犬と一緒の空間を共有
することで、信頼関係や絆は深まると信じています。
飼い主次第で犬は変わります。人や犬が住みやすい
社会をつくるためには、飼い主のマナーが不可欠で
す。華丸もお墓を建ててもらえるほど、飼い主さん同
様、愛されていたのでしょうね。

　義犬華丸をモチーフにゆるキャラが誕生しました。
動物愛護の聖地と大村の歴史観光をたくさんの人
にアピールしていきます。

　義犬華丸３６５回忌を記念し、華丸
の墓がある本経寺境内に、義犬華丸
顕彰記念碑の石像が建てられ、落成
式典を開催します。
と　き・・・6月21日㈰、午前10時30分～
ところ・・・本経寺境内
作　者・・・長岡和慶氏（石像彫刻家・大仏師）

愛犬と一緒に市内を楽しく歩きます。
と　き・・・6月20日㈯、午前10時～
ところ・・・本経寺前駐車場（集合）
コース・・・本経寺→大上戸川遊歩道
　　　　→犬のしつけ方教室（堤動物病院） 〔約2km〕
参加費・・・300円  　定員・・・20組（先着順）
※雨天時はシーハットおおむらで犬のしつけ方教室を開催。（午前11時～）
申し込み・・・観光コンベンション協会 ☎�3605

◉愛犬絵画・フォトコンテスト表彰式
◉記念講演
　・久田松 和則氏（大村史談会副会長・富松神社宮司）

　・小佐々 学氏（日本獣医史学会理事長・大村史談会名誉会員）

　・柴内 裕子氏（赤坂動物病院総院長・日本動物病院福祉協会顧問）

◉歴史観光宣言（華丸を生かしたこれからの取り組み）
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犬
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１
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５
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年
ご
ろ

主
人
に
殉
じ
た
華
丸

ぎ
け
ん 

　
は
な
ま
る

主
人
の
死
を
悲
し
み
、自
ら

身
を
投
じ
た
華
丸

　
大
村
藩
三
代
藩
主
大
村
純

信
の
幼
少
期
の
傅
役
で
あ
っ
た

「
小
佐
々
市
右
衛
門
前
親
」。

純
信
が
33
歳
の
若
さ
で
急
逝
し

た
と
い
う
悲
報
を
受
け
、前
親

は
後
を
追
っ
て
切
腹
・
殉
死
し
、

本
経
寺
で
火
葬
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、前
親
の
死
を
悲
し

ん
だ
愛
犬
の
華
丸
は
、涙
を
流

し
、自
ら
の
身
を
火
葬
の
炎
の

中
に
投
じ
ま
し
た
。

　
藩
主
に
殉
じ
た
前
親
と
前

親
に
殉
じ
た
華
丸
の
義
を
偲

び
、武
士
道
の
鑑
と
し
て
後
世

に
伝
え
る
た
め
、高
さ
３
メ
ー

ト
ル
の
前
親
の
墓
と
、90
セ
ン
チ

の
義
犬
華
丸
の
墓
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

動
物
愛
護
史
に
残
る
貴
重

な
史
跡

　
そ
の
墓
石
に
は
、１
３
２
文

字
の
漢
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

「
前
親
は
、飼
い
犬
を
常
に
愛
し

膝
元
に
抱
い
て
い
た
。」こ
と
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
漢

文
は
、格
調
高
い
漢
文
で
あ

り
、前
親
と
愛
犬
の
日
ご
ろ
の

親
密
な
交
情
が
見
事
に
活
写

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、五
代
将
軍
徳

川
綱
吉
の「
生
類
憐
み
の
令
」

よ
り
も
前
の
話
で
、動
物
愛
護

史
に
残
る
貴
重
な
史
跡
で
す
。

義犬華丸義犬華丸
飼い主の接し方で
　　犬は変わります

Ｉnterview

ゆるキャラ誕生
義犬華丸・美犬華子です！

義犬華丸さるくを開催します！ 義犬華丸顕彰記念碑建立

義犬華丸
顕彰記念講演会

義犬華丸 美犬華子

に思いを馳せて…
は

浦郷 多恵子さん

ＧＣＴ（優良家庭犬認定試験）取得

大村の
歴史観光を
ＰＲするワン

本経寺大村藩主大村家墓所
（古町1丁目）

6月20日土と  き

ところ さくらホール
午後2時～

主なイベント

あ
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よ
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ょ
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あ
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し
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か
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義犬華丸のお墓義犬華丸のお墓前親のお墓前親のお墓

（愛犬 メイちゃん）

　三代藩主純信公の傅役で、家老や漢学者であっ
た「小佐々前親」が愛育した「義犬華丸」の365回
忌を今年迎えます。国指定史跡の三代藩主の墓前
にある前親や「義犬華丸」の墓を、長年にわたって
大切に保存していただいた本経寺歴代のご住職
をはじめ、関係者の皆さまに大変感謝しています。
今回の顕彰記念碑や石像の建立を、子孫として、
また動物愛護史の研究者として心から喜んでいま
す。ぜひ多くの皆さまにご覧いただき、華丸の石像
を手でなでてかわいがっていただければ幸いです。

義犬華丸の
　　365回忌を迎えて

Ｉnterview
小佐々 学さん

日本獣医史学会理事長
もり

こ　ざ　さ あきちか

しばない

■「義犬華丸」顕彰実行委員会
　（長崎インターナショナルホテル内）  ☎�9384
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